
 

 

 

 

 

 

９月３０日（水）に校内体育大会が行われました。前日まで雨が降り続き校庭には水が浮いていて、準備も

できる状態ではありませんでした。しかし、子供たちの願いが天に通じたのか、当日は素晴らしい青空が広が

り、校内体育大会にぴったりのお天気となりました。 

前日にできなかったテント張り、本部席設営、保護者参観席のセパレート、自転車置き場設営、種目物品の

運び出し、放送機器設置等々の準備を、教職員が朝６時３０分に校庭に集合して行いました。本来ならば、こ

の準備は５，６年生児童が委員会毎に振り分けられた役割として行います。これは、「自分たちで準備・運営

する自分たちの体育大会だ。」といった意識や自覚をもつという意味で、高学年の児童にとってとても大切な

ことの一つです。また、この役割を通して体育大会へのやる気や意欲といった気持ちを、さらに高めていく効

果もあります。こういった気持ちを経験させてあげることができなかったのは残念ですが、子供たちは「自然

の力には勝てない」ということを学んだ日にもなったことでしょう。 

当日は、気温も暑すぎずグランドもグッドコンディションとなりました。あとは、これまで練習してきた成

果を存分に発揮するだけという、最高の条件で体育大会がスタートしました。その様子を、ほんの少しだけで

すが掲載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 10 月２日

第１５号  

円山小学校 

学校だより 

 

全校種目 「大玉リレー」 

 

６年 「運試しリレー」 

 

２年 「野菜みこしだ わっしょい」 

 

高学年 「綱引き」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式では、「自分の力を全て出し切って最後まで頑張ることが大切であること。」「友だちの応援の声が

大きな力となり、心と心がつながること。」を伝えました。競技や応援だけでなく委員会の役割でも、そうい

った姿がたくさん見られる最高の体育大会となりました。 

体育大会が終わり、うれしい気持ちを味わった人もいれば悔しい気持ちを味わった人もいます。しかし、ど

ちらの気持ちも精一杯の力を尽くしたからこそ味わえる気持ちであり、「全力で頑張った」証拠なのです。豊

かな人生にするために、子供たちにはそういった尊く価値の高い経験を、これからたくさんしてほしいと切に

願っています。 

 

３年 「デカパンリレー」 

 

４年 「大旗リレー」 

 

１年 「ジャンボリ玉入れ」 

 

５年 「ダンドリゲーム」 

 

高学年 「色別リレー」 

 

閉会式 「児童代表挨拶」 


